秘密保持契約書
　学校法人関西大学（以下「甲」という。）及び　　　　　　　　（以下「乙」という。）は、共同研究実施の可能性検討のため、次の条項によって秘密保持契約（以下、「本契約」という。）を締結する。
（検討概要）
第１条　甲及び乙は、次の検討（以下、「本検討」という。）を実施するものとする。
(1)  検討題目
　　　　
(2)  検討責任者
甲：
乙：
（秘密保持）
第２条　甲及び乙は、以下の情報（以下、「本秘密情報」という）を秘密に保持し、相手方の事前の文書による同意を得ることなく、第三者に開示または漏洩してはならないものとする。
(1)　口頭又は書面を問わず、甲又は乙が相手方から開示を受けた本検討に関する技術情報であって、秘密情報である旨の表示または開示後30日以内に書面による通知があるもの
(2)　本検討結果および本秘密情報を基に作製された試作品等から得られた分析結果
(3)　本検討結果に関連して甲又は乙が知り得た相手方に関する技術上及び営業上の情報
(4)　本契約締結の事実およびその内容
２　甲乙各々は次の各号のいずれかに該当する情報・資料は本秘密情報に含めず、本条第１項に規定する義務を負わないものとする。
(1)  相手方から開示を受け又は知り得た時、すでに自己が所有していたことを証明できる情報
(2)  相手方から開示を受け又は知り得た時、すでに公知になっている情報
(3)　相手方から開示を受け又は知り得たのち、自己の責によらず公知となった情報
(4)  相手方から開示を受け又は知り得たのち、第三者から秘密保持義務を伴わずに知得した情報
(5)  相手方の本秘密情報によらず、自己が独自に開発したことを証明できる情報
(6)　本秘密情報から除外することについて、相手方から事前に書面にて同意を得た情報
(7)　法令により開示を強制されるもの
（目的外使用の禁止）
第３条　甲及び乙は、相手方から開示された本秘密情報を本検討以外に使用してはならない。
（知的財産権の帰属）
第４条　甲及び乙は、相手方より開示された本秘密情報に基づいて発明、考案等を行なった場合には、直ちに相手方にその内容等を通知し、知的財産権の帰属及び発明等にかかわる知的財産権出願、登録等について協議するものとする。
（複製の禁止）
第５条　甲及び乙は、相手方より提供された本秘密情報を複製してはならない。
（表示及び広告の事前連絡）
第６条　甲及び乙は、本秘密情報に関する事項を広告、学会、新聞その他の手段により公表する場合は、事前に相手方の承諾を得なければならない。
（解　約）
第７条　甲及び乙は、相手方が本契約の条項に違反したとき、又は本契約の履行において不正な行為があったときは、本契約の全部又は一部を解約することができる。
２　前項の場合、甲及び乙は全ての本秘密情報を直ちに相手方に返還しなければならない。
（契約有効期間）
第８条　本契約の有効期間は、本契約締結の日から１年間とする。
２　前項にかかわらず、第４条に定める規定は、当該条項が終了するまで存続するものとし、第２条、第３条、第５条及び第６条に定める規定は、本契約期間終了後２年間存続するものとする。
（協議）
第９条　本契約に定めのない事項又は疑義が生じたときは、甲乙協議のうえ定めるものとする。
（準拠法及び裁判管轄）
第10条　本契約は、日本の法律に準拠し、日本の法律に従って解釈されるものとし、本契約に関する訴は、大阪地方裁判所を第一審の専属的合意管轄裁判所とする。
本契約締結の証として、契約書２通を作成し、甲乙記名押印のうえ、各１通を保有するものとする。
20　　年　　月　　日
甲　　　大阪府吹田市山手町３丁目３番35号
　　　　　学校法人　関西大学
　　　　　　理事長　　芝井　敬司　　　　印
乙　　　
　　印
